










（続紙  １  ）                              
京 都 大
学  博士（生命科学）  氏名   田之上（時枝）純佳  
論 文 題
目  




 免疫細胞には外来性の病原体由来の pathogen-associated molecular patterns や
ネクローシス細胞から放出される damage-associated molecular patterns を認識す
る種々のパターン認識受容体 (PRRs)が発現されている。これらの受容体を介す
るシグナル伝達により、それらを排除する応答が誘導される。PRRs には Toll-like 





DCIR (dendritic cell immunoreceptor)はヒト樹状細胞、単球、マクロファージ、B
細胞。好中球などに発現することが知られ、細胞内に ITIM モチーフを有し、抑
制性シグナルを伝達することや、HIV の感染受容体として機能していることも
報告されている。マウスには、4 種のホモログが存在し、その内の一つ Dcir1 と




 Dcir1 欠損マウスを用いた研究から、Dcir1 が自己免疫関節炎や唾液腺炎の発
症を抑える作用を有することや、マラリア感染による脳症の発症に関与してい
ることなどが報告され、その機能解析も進んでいる。そこで、本研究では、DSS








に低いことも明らかになった。しかし、 in vitro での好中球の MIP-2 に対する遊
走実験では、野生型マウスと Dcir1 欠損マウスの両者において差は認められな
かった。そのため、浸潤している好中球の機能を活性酸素の産生に注目して調





 以上の結果から、Dcir1 欠損マウスにおいて DSS 誘導性の炎症性が軽減する
のは、炎症部位における MIP-2 産生が低下しており、そのため誘引される好中
球が減少することに加え、Dcir1 欠損マウスの好中球が腸内細菌等に由来する
LPS に対する応答性が低いためと推測される。  
（続紙  ２  ）                             
（論文審査の結果の要旨）  
 
 ヒト樹状細胞に発現し、抑制性 ITIM モチーフをもつことから dendritic cell  
immunoreceptor (DCIR)と命名された C 型レクチン受容体は、マウスでは 4 種の
ホモログが存在することが知られている。そのうち Dcir1 と Dcir2 は ITIM モチ
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